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愛知大学 GOKEN NEWS NO．7 Ｇ管理 担当：加藤
複数形を‘dwarves’と綴っていたのだが（正しくは
‘dwarfs’）、ある時このことを編集者に指摘された。
この時編集者はこの英語学の大家の誤りを発見し
て鬼の首でも取ったかのような気分になり、調子
に乗って?嫌だなあ先生、OED（OxfordEnglish
Dictionary）くらい引いて下さいよ?とか何とか言っ
たらしいが、トールキン先生は憮然として?OED
を書いたのは俺だ?と切り返したという。確かに
トールキンはOEDの編纂者に名を連ねている。そ
して?ホビットの冒険?や?指輪物語?があまり
にも広く読まれたために、今では多くの辞書が
‘dwarf’の複数形として‘dwarfs’と‘dwarves’の両
方を認めている。なお、関係ないが日本の皇太子
が留学していたのもこのマートン・コレッジであ
る。
オクスフォードの街を遠くから眺めるとコレッ
ジや教会の尖塔（spires）が林立しているのが見え
る。黄昏時のこの眺めを?ドリーミング・スパイ
アーズ?と謳ったのは詩人・批評家のマシュー・
アーノルド（1822～88）である。アーノルドはベ
イリオル・コレッジ出身であり、在学中に学生が
書いた優れた詩に対して授与される?ニューディ
ゲイト賞?を受賞している。卒業後はオリエル・
コレッジの特別研究員として、教育学と詩学の分
野で活躍した。
と、このようにオクスフォード大学は優れた文
学者を大勢育てているのである。しかしながら、
ジョン・ミルトン（1608～74）、トマス・グレイ
（1716～71）、S.T.コウルリッジ（1772～1834）、
そしてウィリアム・ワーズワース（1770～1850）
など、英文学史上に燦然と輝く大物が皆ケインブ
リッジ大学出身なのは何故だろう。
教室でよく質問を受けることがある。その場で
答えられない場合は、私の宿題となるのだが、こ
の場を借りて、その中の一部を紹介したい。
質問１：“ 西”の由来は?
中国語で?買い物?は“ 西”であり、決し
て“ 南北”とはいわない。この“ 西”とい
う言葉の語源をみてみよう。
一説によると宋代の著名な哲学者、朱熹の逸話
に由来するという。ある日彼は街でかごを手にし
た親友の盛温如と行き会い、?どこへ行くのだね。?
と尋ねた。?“去 西”（買い物に行く）?との返
事に、?“ 南北”と言ってもよいではないか。?と
朱熹が疑問を発すると、盛温如は答えていわく、
?相生相克の理論で森羅万象を説く五行説に基づ
いているのだ。五行とは金・木・水・火・土であ
り、これに東・西・南・北・中の方角を当てはめ
ると、東は木、西は金となり、金や木といったも
のはかごに入る。しかし、南は火、北は水となり、
火も水もかごには入れられない。だから“ 南北”
とは言わないのだ。?
また清代の という学者によれば、この語の
由来は後漢にまでさかのぼる。当時は商人が東の
都洛陽と西の都長安に集中しており、この東西の
都へ買い物に行くことを“ ”、“ 西”といっ
た。そして時がたつにつれ、“ 西”は?品物?の
代名詞となり、“ 西”という言い方が生まれた
のである。
質問２：医者を“大夫”、“郎中”というのはなぜ?
中国の北の方では医者のことを“大夫”といい、
南の方、特に農村では“郎中”というが、この呼
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